
～インタープリベント２０１４の現地視察との合同開催～ H26.11.28

平成２３年９月の台風１２号による災害で、紀伊半島の各地で発生した河道閉塞（天然ダム）、

大規模斜面崩壊箇所においては、現在、本格的な対策工事を実施しています。

災害発生から３年が経過し、対策工事の進捗状況や今後の整備方針について皆さまに広く知っ

て頂くことを目的とした報道関係者向けの現場見学会を１１月２７日に開催しました。

今回は、奈良市で開催された国際防災シンポジウム「インタープリベント2014」の現地見学

会との合同開催となり、参加された世界各国の防災専門家の方々は被害状況を目の当たりにし、

様々な疑問・質問を寄せるなど熱心に見学されていました。

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局
紀伊山地砂防事務所 工務課
〒637-0002 奈良県五條市三在町1681
TEL 0747-25-3111（代）

～紀伊山地砂防事務所～

赤谷地区の土砂災害対策工事現場を報道機関に公開

＜開催日＞

平成２６年１１月２７日（木）

＜見学箇所＞

赤谷地区（奈良県五條市）

＜見学者＞

インタープリベント参加者 98名

＜報道関係者＞

新聞社５社、テレビ放送局１社

赤谷地区

● 各国の防災専門家に概要を説明する桜井所長

● 事業の進捗状況を説明する林副所長
「学際的な（ interdisciplinary）」と「防止
（prevention）」と組み合わせて作られた名称
で、1967年にオーストリアの行政担当者によっ
て発足した学会です。本部はオーストリアのク
ラーゲンフルトにあり、以降、アルプス周辺各国
の参加を得て、4年に1回開催されています。


